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１３５
演
法
と
は
異
な
る
特
殊
な
奏
演
法
を
い
う
」
（
『
能
狂
言
事
典
壱
、
「
常
時
演
じ
ら
れ
る
基
本
的
で
規
範
的
な
演
技
・
演
出
に
変
更
を
加
え
た、特別な演技・演出のこと」（『能楽大事典皀等の定義が出てくる。『能楽大事典」にはさらに詳しい説明があり、
「
番
組
の
曲
名
の
左
わ
き
に
、
曲
名
よ
り
小
さ
い
文
字
で
添
記
す
る
こ
と
か
ら
の
名
称
」
で
あ
る
こ
と
、
「
常
」
と
は
違
う
「
替
」
の
演
出
の
う
ち
「
と
く
に
名
称
を
付
け
て
登
録
し
制
定
し
た
も
の
を
小
書
と
称
す
る
」
こ
と
、
「
シ
テ
方
各
流
で
は
名
寄
や
謡
本
の
前
付
に
公
認
の
小
書
を
記
載
し
て
い
る
」
こ
と
、
「
発
生
・
成
立
は
家
元
制
度
が
確
立
し
各
曲
の
演
出
が
統
一
・
固
定
化
し
た
江
戸
時
代
以
後
」
で
あ
る
こ
と
、
「
概
し
て
常
の
奏
演
よ
り
も
重
く
扱
わ
れ
」
る
こ
と
等
々
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
小
書
」
と
い
う
用
語
が
い
つ
頃
か
ら
や
範
囲
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
現
代
の
能
楽
に
関
し
て
使
わ
れ
る
「
小
書
」
の
意
味
を
調
べ
て
み
る
と
、
「
能
・
狂
言
で
、
普
通
の
奏
本稿の表題に示した”「小書」の意味“とは、たとえば「〈海人〉の「解脱之伝」は後シテが龍女ではなく菩薩の姿
に
な
る
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
小
書
名
の
由
来
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
小
書
」
と
い
う
言
葉
で
指
し
示
す
内
容
能は
じ
め
に
の
「
習
事
」
と
番
組
上
の
小
字
注
記
「小書」という語の意味するところＩ
山
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『能楽大事典」は「小書」の由来について「番組の曲名の左わきに、曲名より小さい文字で添記することからの名
称
」
と
説
い
て
い
た
。
た
し
か
に
、
江
戸
期
の
能
番
組
の
多
く
に
「
曲
名
よ
り
小
さ
い
文
字
」
で
「
白
頭
」
「
繊
法
」
等
の
い
わ
ゆ
る
「
小
書
」
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
能
番
組
の
様
式
が
い
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
下
問
少
進
の
『
能
之
留
帳
』
（
能
楽
研
究
所
蔵
。
以
下
『
留
帳
こ
に
も
、
限
定
的
で
は
あ
る
が
巷
演
出
の
注
記
は
見
い
だ
す
こ
と
が
できる。我々が（少なくとも稿者が）「小書」という呼称を江戸時代以来の歴史のあるものだと思ってしまったいちば
な
お
、
以
下
で
は
、
現
代
用
い
ら
れ
る
「
普
通
の
奏
演
法
と
は
異
な
る
特
殊
な
奏
演
法
」
と
し
て
の
「
小
書
」
と
区
別
す
る
た
め
、
番
組
等
に
小
文
字
で
記
す
注
記
す
る
行
為
や
そ
の
結
果
の
小
字
注
記
を
「
小
書
き
」
と
表
記
し
、
併
せ
て
「
小
書
き
す
る
」
と
い
う
動
詞
も
頻
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
般
に
広
ま
っ
た
の
か
、
ヨ
小
書
」
の
呼
称
と
池
内
信
嘉
」
と
題
す
る
短
い
考
察
を
「
鏡
仙
」
６
４
９
号
（
二
○
一
五
年
七
月
。
以
下
「
前
稿
」
と
略
称
）
に
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
前
稿
で
述
べ
た
の
は
、
①
元
章
は
「
小
書
」
と
い
う
名
称
は
使
わ
な
い
、
②
元
章
以
外
で
も
江
戸
時
代
の
伝
書
類
で
は
習
事
を
「
小
書
」
と
呼
ぶ
例
を
見
い
だ
せ
な
い
、
③
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
用
例
も
初
め
は
「
小
さ
く
書
く」という意味が強い、④現在のような用法での「小書」という名称を広めたのは池内信嘉なのではないか、の四点
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
や
準
備
の
時
間
不
足
の
た
め
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
示
し
た
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
う
え
、
そ
の
後
の
調
査
で
資
料
が
見
つ
か
り
前
稿
に
訂
正
を
加
え
た
い
と
こ
ろ
な
ど
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
も
う
一
度
問
題
点
を
整
理
し
、
資
料
も
示
し
な
が
ら
、
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
前
稿
と
結
論
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
く
、
記
述
も
一
部
重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
お
許
し願いたい。能
番
組
の
演
出
注
記
１３７能の「習事」と番組上の小字注記
「
留
帳
」
は
能
楽
資
料
集
成
６
『
下
問
少
進
集
Ⅲ
』
（
片
桐
登
校
訂
）
に
翻
刻
さ
れ
、
鴻
山
文
庫
蔵
「
草
稿
本
」
と
の
校
異
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
能
楽
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
能
楽
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
原
本
の
画
像
デ
ー
タ
を
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
きる。すでに非常によく知られている資料ではあるが、〈猩々〉の「乱」と〈井筒〉の「段之序」を例に、原本の演出注
記をあらためて確認してみたい。
『
留
帳
』
天
正
一
六
年
五
月
八
日
の
分
に
は
「
猩
々
乱
れ
同
（
法
印
の
こ
と
…
引
用
者
）
」
と
の
記
録
が
あ
り
、
特
殊
演
出
の
最
も
（１）
早
い
時
期
の
注
記
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
他
に
も
〈
猩
々
〉
に
「
乱
れ
」
の
注
記
を
付
し
た
例
が
多
く
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
乱
れ
」
の
文
字
は
曲
名
の
真
下
に
あ
り
、
文
字
の
大
き
さ
も
曲
名
よ
り
は
多
少
小
さ
い
と
い
う
程
度
で
、
演
者
名
、
上
演
場
所
等
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
と
同
じ
扱
い
で
あ
る
。
実
は
、
鴻
山
文
庫
蔵
の
草
稿
本
で
は
、
い
か
に
も
注
記
ら
し
く
小
字
で
「
ミ
た
れ
」
と
曲
名
ん
大
き
な
理
由
は
、
江
戸
時
代
の
伝
書
に
登
場
す
る
習
事
名
と
「
小
書
」
の
名
称
が
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
も
う
一
つ
、
江
戸
時
代
以
前
の
能
番
組
に
お
い
て
も
曲
名
の
そ
ば
に
習
事
の
名
前
が
注
記
し
て
あ
る
例
を
多
く
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
も
大
き
い
。
現
代
の
番
組
で
各
流
公
認
の
替
演
出
で
あ
る
「
小
書
」
の
名
を
番
組
に
小
書
き
す
る
の
と
よ
く
似
た
書
式
が
古
く
か
ら
あ
り
、
そ
こ
に
は
伝
書
や
書
上
類
に
見
い
だ
さ
れ
る
習
事
の
名
称
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ほ
ぼ
自
動
的
に
三
留
帳
』
は
「
乱
」
や
「
段
之
序
」
の
小
書
が
番
組
に
記
録
さ
れ
る
非
常
に
早
い
例
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
捉
え
方
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
だ
が
、
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
「
留
帳
」
の
演
出
注
記
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
江
戸
城
で
の
正
式
な
演
能
記
録
で
あ
る
『
触
流
し
御
能
組
」
に
お
い
て
も
、
替
演
出
を
す
べ
て
小
書
き
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
小
書
き
さ
れ
る
の
は
巷
演
出
だ
け
で
も
な
い
よ
う
だ
。
以
下
で
は
ま
ず
、
「
小
書
」
の
い
ち
ば
ん
古
い
例
と
言
わ
れ
る
『
留
帳
」
の
記
述
を
検
討
し
、
続
い
て
、
『
触
流
し
御
能
組
」
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
時
代
の
能
組
に
見
え
る
小
字
注
記
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
た
い
と
思
う
。
冒能之留帳」
「留帳」は
の演出注記］
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の
下
に
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
清
書
に
す
る
と
き
に
文
字
を
大
き
く
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
、
い
わ
ゆ
る
「
小
書
き
」
の
ル
ー
ル
が
い
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
伺
わ
せ
よ
う
。
ま
た
、
文
禄
三
年
一
一
月
一
三
日
に
は
「
弐
人
乱
れ
／
壷
出
る
同
ヒ
シ
ャ
ク
」
と
注
記
し
た
例
も
見
え
る
。
草
稿
本
で
は
「
二
人
ミ
た
れ
／
壺
出
ル
」
と
の
注
記
だ
が
、
清
書
本
の
段
階
で
「
柄
杓
も
出
た
」
と
さ
ら
に
詳
し
い
注
記
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
は
、
現
代
の
「
置
壺
」
や
「
双
ノ
舞
」
の
よ
う
な
替
演
出
の
「
呼
称
」
（
あ
る
意
味
で
は
暗
号
の
よ
う
な
も
の
）
で
は
な
く
、
一
回
ご
と
の
具
体
的
な
演
出
内
容
を
書
き
留
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
もうひとつ、〈猩々〉に関しては、文禄五年の三月二六日と六月一九日の記録に「非乱」「乱ナシ」という注記があ
（２）
ることも興味深い。一二月は渋谷大夫（与吉郎）が、六月の方は春日一一一郎四郎がシテと記録されているが、「乱ナシ」「非
乱」どちらも草稿本には無く、清書本で書き加えられた注記である。「留帳』には子供が〈猩々〉を舞った記録も多い
が
、
少
な
く
と
も
少
進
の
周
辺
で
は
子
供
は
「
乱
」
を
舞
わ
な
い
よ
う
な
の
で
、
子
供
の
〈
猩
々
〉
に
は
何
も
注
記
は
な
い
。
だ
が
渋
谷
大
夫
（
与
吉
郎
）
や
春
日
三
郎
四
郎
が
舞
っ
た
と
き
は
、
大
人
だ
け
れ
ど
今
回
は
「
乱
れ
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
後
で
紛
れ
ぬ
よ
う、わざわざ記したということなのだろう。それは、慶長元年一二月一一一一一日の〈道成寺〉に「小鼓／弥石打損ス」とあ
る
の
と
あ
ま
り
変
わ
ら
ぬ
、
「
特
記
事
項
」
の
記
録
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
同
様
に
、
「
乱
れ
」
と
い
う
注
記
の
方
も
、
決
ま
っ
た
替
演
出や習事を恭しく番組に書き込む書式が成立していたというわけではなく、〈猩々〉には「乱れ」の場合もそうでない
場
合
も
あ
る
け
れ
ど
今
回
は
「
乱
れ
」
だ
っ
た
と
の
メ
モ
程
度
に
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
演
じ
て
は
消
え
て
い
く
舞
台
芸
能
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
何
か
月
に
と
ま
る
こ
と
や
変
わ
っ
た
演
出
な
ど
が
あ
れ
ば
書
き
留
め
て
お
く
習
慣
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
文
字
で
書
い
て
し
ま
え
ば
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
稿
者
自
身
も
含
め
、
従
来
の
小
書
演
出
研
究
で
は
「
小
書
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
演
出
の
内
容
や
そ
の
変
遷
を
吟
味
す
る
こ
と
に
重
点
が
あ
り
、
小
書
き
を
す
る
習
慣
自
体
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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又
同様のことは〈井筒〉「段之序」にも言える。文禄元
年四月一五日（図１）と翌二年四月一七日（図２）の番組
の一部を参考に掲げる。文禄元年の場合、『下問少進
集些の翻刻では現代の小書表記と同じように曲名の
下に小さく「段序アリ」と注記する形になっており、
現代の小書の噛矢となる例がすでに少進の時代にある
のだと理解していたが、あらためて原本をよく見ると、
実際は他の注記と同様、「法印」の名の下のスペース
に大鼓方の道知の名と笛方の一増の名を記し、さらに
その横に「段序アリ」と注記する形である。
翌年の番組では、「井筒」の下に、曲名とほぼ同じ
最も大きな文字で「段序アリ」と書き留め、まるでそ
こへの注記のように「大夫法印」と小誉めの文字で響
き添えてある。「段序アリ」は現行のような「小書」
の少し古い形というよりも、左側に書き並べられた
「不及云同働も有之」や下部に書き込まれた大小鼓と
笛の役者名と合わせて、この時の減出に関する心覚え
と見るべきだろう。さらに、「大会」の下に記されて
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少
進
自
筆
本
の
み
に
あ
る
後
年
追
補
記
事
と
さ
れ
て
い
る
（
「
下
問
少
進
集
Ⅲ
』
解
説
）
も
の
だ
が
、
大
鼓
が
大
蔵
道
知
で
あ
っ
た
点
や
演
能
の
場
所
が
「
関
白
様
山
里
」
で
あ
っ
た
点
か
ら
も
、
文
禄
元
年
四
月
の
当
該
番
組
と
同
じ
時
の
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
波
線
部
に
よ
れ
ば
、
関
白
秀
次
の
命
令
で
「
段
序
」
が
演
じ
ら
れ
た
こ
と
も
判
る
。
草
稿
本
で
シ
テ
が
「
法
印
」
で
は
な
く
「
上
」
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が
反
映
し
て
混
乱
が
生
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
二
重
傍
線
を
引
い
た
「
小
鼓
モ
タ
ル
、
。
則
小
ツ
ャ
ミ
ニ
足
ヲ
付
也
」
の
部
分
は
、
『
留
帳
」
の
翻
刻
で
は
「
小
シ
や
ミ
モ
タ
ル
、
刻
、
足
小
シ
や
ミ
ニ
付
」
と
な
っ
ているが、「モタル、キザミ」という手組の名もないので、『叢伝抄』の読み方を採用すべきと思う。
なお、「不及云」という文言は、〈井筒〉にハタラキを入れる演出が当時大流行していて「段序という特殊演出に
な
っ
て
も
、
当
然
な
が
ら
ハ
タ
ラ
キ
は
入
れ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
段
序
」
を
演
奏
し
舞
う
と
き
は
、
も
ち
ろ
ん
ハ
タ
ラ
キ
も
入
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
文
禄
四
年
四
月
一
二
日
の
記
録
に
「
井
筒
働
ア
リ
」
と
し
て
大
小
鼓
の
名
を
注
記
し
て
い
る
例
が
あ
る
こ
とからも、働の入る〈井筒〉が特記事項だったことがうかがわれる。つまり「段序」の習事を演じれば、同時に働きの
入
る
演
出
に
な
る
の
で
、
そ
の
両
方
の
記
録
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
す
で
に
、
僅
か
な
差
で
は
あ
っ
て
も
「
段
序
」
の
方
が
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
｜、段序事。井埜
序
。
笛
、
中
音
，
（３）
いる細字の注記２℃「段序」の演じ方と見え、笛が甲の譜を吹くときに答拝をし、大小鼓のカシーフや「モタル、」手に
合
わ
せ
て
足
使
い
を
す
る
と
い
う
演
出
が
記
録
き
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
注
記
は
「
叢
伝
抄
』
に
見
え
る
次
の
記
事
の
傍
線
部
と
も
－
ｉ相伝畢。
シ
や
ミ
頭
。
其
次
二
小
鼓
モ
タ
ル
、
。
則
小
シ
や
ミ
ニ
足
ヲ
付
也
。
大
事
也
。
。井幹本也。口伝。働、勿論アリ。｜
中
音
ノ
カ
、
リ
吹
出
ス
。
大
夫
踏
留
ル
時
、 「
移
舞
」
と
云
時
、
大
鼓
頭
。
ウ
ケ
テ
小
鼓
ハ
シ
リ
。
其
ヨ
リ
、
謡
の
う
ち
、
甲
ヲ
吹
。
大
鼓
頭
ヲ
請
テ
足
拍
子
ア
リ
。
其
足
ヲ
請
テ
小
鼓
頭
。
次
二
大
関
白
様
山
里
二
て
道
知
鼓
ツ
カ
マ
ッ
リ
、
態
々
令
１４１能の ｢習事」と番組上の小字注記
…笛、備中屋一噌。平調ガヘリ吹。「月ヤアラヌ」云テカケル。
と言っている点である。「能楽全書」の説明によれば、現行の「段之序」は喜多流と金剛流とにあり、「なっかしや・
む
か
し
男
に
・
う
つ
り
舞
・
雪
を
め
ぐ
ら
す
・
花
の
袖
」
と
五
つ
に
切
っ
て
、
そ
こ
へ
一
つ
宛
序
を
配
っ
て
舞
に
な
る
…
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
少
進
が
書
き
留
め
て
い
る
「
段
序
」
の
ポ
イ
ン
ト
に
は
謡
を
区
切
っ
て
序
を
踏
む
と
い
う
内
容
は
な
い
。
む
し
ろ
「
叢
伝
抄
」
の
二
重
傍
線
部
「
小
鼓
モ
タ
ル
、
。
則
小
ツ
ヂ
ミ
ニ
足
ヲ
付
也
」
は
、
「
平
調
返
」
の
序
が
終
わ
り
舞
へ
と
繋
が
る
部
分
で
笛
の
千
に
掛
か
る
譜
に
合
わ
せ
て
小
鼓
が
チ
チ
と
寄
せ
る
手
を
打
ち
、
シ
テ
が
そ
れ
に
引
き
つ
け
る
よ
う
に
足
拍
子
を
踏
む
、
と
い
う
「
干
之
掛
」
の
演
技
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
古
く
か
ら
笛
の
伝
書
に
見
え
る
「
平
調
ガ
ヘ
リ
」
の
譜
（
お
よ
び
そ
こ
か
ら
次
に
繋
が
る
部
分
）
に
大
小
鼓
の
手
や
シ
テ
の
足
遣
い
が
加
わ
っ
て
、
現
行
の
「
小
書
」
演
出
と
し
て
の
「
平
調
返
」
が
整
え
ら
れ
て
い
く
わ
け
だ
が
、
〈井筒〉の場合は曲舞の後奏舞ではない等の他の条件も合わきり、少なくとも少進周辺では「段序」と呼ばれる習事に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
『
留
帳
』
に
は
多
様
な
注
記
が
さ
れ
る
が
、
演
出
に
関
わ
る
も
の
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
全
般
的
に
『
留
帳
』
に
見
え
る
演
出
注
記
は
、
あ
く
ま
で
も
演
じ
る
側
の
意
識
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
。
曲
目
と
そ
れ
を
演
じ
た
シ
テ
、
他
に
重
要
な
役
が
あ
れ
（４）
ばその役者、また、打ち損じや装束下賜などのエピソード等々の記録と同様に、「乱れ」「非乱」や「段序アリ」「働
き
あ
り
」
等
、
は
っ
き
り
と
演
出
が
変
わ
る
場
合
は
そ
の
こ
と
も
記
録
さ
れ
た
。
「
み
だ
れ
俄
二
御
所
望
」
（
慶
長
一
九
年
八
月
廿
旦
の
よ
う
な
記
述
ほ
ど
は
っ
き
り
し
て
い
な
く
て
も
、
演
出
関
係
注
記
は
み
な
、
こ
れ
も
一
種
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
記
録
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
事
あ
り
、
そ
こ
で
…
笛
、
備
中
主
と
な
る
変
更
で
あ
り
、
「
働
き
」
の
方
は
そ
れ
に
追
随
す
る
変
更
で
あ
る
と
の
認
識
が
伺
え
る
点
が
面
白
い
。
もう一つ興味深いのは、文禄元年の方の〈井筒〉について「元亀慶長能見聞』（能楽資料集成『細川五部伝書』）に記
１４２
【江戸時代の能番組に見える小書き注記］
「
留
帳
』
の
注
記
の
よ
う
な
心
覚
え
的
な
書
き
込
み
と
は
違
い
、
江
戸
時
代
の
能
番
組
に
は
次
第
に
書
式
が
整
っ
て
く
る
。
特
に
享
保
年間以降の『触流し御能組」には現在の番組に書かれるのと同じ「小書」の名称も多く登場する。だが、江戸時代の
能
番
組
に
小
書
き
さ
れ
る
情
報
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
り
、
現
代
の
よ
う
に
、
小
字
で
注
記
さ
れ
る
も
の
が
習
事
や
替
演
出
の
名
称
に
限
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
「
留
帳
」
に
多
種
多
様
な
心
覚
え
が
雑
多
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
と
は
違
い
、
習
事
や
替
演
出
の
名
称
以
外
に
も
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
小
書
き
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
と
えば、『古之御能組』「寛永雑記』等、江戸初期の番組では演目の最後となる「祝言」は「祝一一一一口」とだけあって曲目を
書かないことが多い。曲目の代わりに「祝言」の文字を他の曲名と同じ大きさで記しているのだが、時代が降ると大
字
の
「
祝
言
」
の
左
下
に
小
字
で
曲
目
を
注
記
す
る
形
が
増
え
、
「
触
流
し
御
能
組
』
で
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
記
録
し
て
い
る
。
祝
言
能
の
場
合
、
曲
名
が
小
書
き
の
注
記
と
な
る
の
で
あ
る
。
書
式
だ
け
で
は
な
く
、
「
小
書
」
の
範
囲
も
、
現
代
と
江
戸
時
代
で
は
違
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
シ
テ
方
五
流
の
巷
演
出
だ
け
で
な
く
脇
方
・
狂
言
方
に
属
す
る
習
や
「
猿
聟
」
「
御
田
」
等
の
巷
間
も
、
す
べ
て
「
小
書」と称し（『能楽全書」総合新訂版。昭和咀年の旧版も同じ）、番組では、「前後之替」も「船中之語」も「早装束」
も
並
べ
て
曲
名
の
左
脇
に
小
字
で
注
記
す
る
。
だ
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
演
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
概
観
し
て
み
る
と
、
現
在
我々が「間狂言に関わる小書」として扱っている替間などは「小書」とは別の扱いだったのではないかと思われる。
演能データベースで「小書」を検索すると、ヒットするのは狂言が早く、それは巷間の記録である。ただし書式は
現
代
の
「
小
書
」
の
よ
う
で
は
な
く
、
「
間
猿
聟
権
之
丞
」
の
如
く
、
普
通
の
狂
言
の
曲
目
と
同
じ
よ
う
に
書
か
れ
、
小
書
き
は
さ
れない。そのことはもちろんデータベースでも「小書は間の注記による」と指摘されているのだが、特に小書きされ
ていなくても、また書き添えられる位置も通常の「小書」の位置とは違っても「小書」として扱っていること自体、
143能の「習事」と番組上の小字注記
我
々
が
い
か
に
「
習
の
替
演
出
Ⅱ
小
書
」
と
い
う
考
え
方
に
染
ま
っ
て
い
る
か
の
証
拠
で
も
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
「
那
須
与
一
」
「
御
田」「猿聟」等の替間は、早く慶長・寛永の頃から多くの番組に記される。この一一一つほど頻繁ではないが、〈白髭〉の
「道者」、〈養老〉の「薬水」、〈大社〉の「御子神主」等も江戸時代の初期から記録されている。替演出の番組表記とい
う観点からは、シテ方に関わる「小書」よりも替間の記録の方が圧倒的に早いのである。舞事の段数が増減したり、
笛
が
途
中
か
ら
盤
渉
調
に
上
が
っ
た
り
す
る
変
化
よ
り
も
、
中
入
部
分
で
常
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
間
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る
方
が
目
立
つ
の
は
当
然
だ
し
、
ま
た
替
問
の
場
合
は
出
勤
す
る
役
者
の
数
も
増
え
る
の
で
、
記
録
す
る
意
味
や
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
劇形式の替間よりは時代も降り、また記録される回数も少ないが、『触流し御能組』では、〈春日龍神〉「町積」や
〈白楽天〉鶯蛙、〈藤戸〉先陣など、｜人で登場するアイが常とは違う語りや演技を行う場合も、同じ書式で間狂言の役
者の上にこれらの名称が書き込まれる。また、〈船弁慶〉「船中之語」、〈朝長〉「大崩」など脇方の習事の場合も、替
間
と
同
様
、
曲
名
の
左
下
で
は
な
く
脇
の
役
者
名
の
上
に
注
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
ち
ら
は
小
字の注記となっている。間狂言や脇に関する替をそれぞれのパートのところに書き込むのは、現在のように一曲全体
の
演
出
を
左
右
す
る
「
小
書
」
演
出
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
の
「
習
事
」
と
し
て
の
意
識
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
次
項
で
も
触
れ
る
。
一
方
、
シ
テ
の
演
技
に
関
す
る
「
小
書
」
は
、
現
在
と
同
じ
く
曲
名
の
左
側
下
に
注
記
さ
れ
る
が
、
種
類
は
意
外
に
少
な
く
、
「
白
頭
」
や
「
盤
渉
」
の
よ
う
に
複
数
の
曲
目
に
使
わ
れ
る
小
書
を
曲
ご
と
に
一
つ
と
数
え
て
も
、
、
に
満
た
な
い
。
登
場
回
数
の
多
い
も
の
を並べると、「延年之舞」「笏之舞」「起請文」「織法」「遊曲（之舞こ「見留」などがあるが、それぞれ８～旧回くらい
の
登
場
で
、
「
那
須
与
一
」
が
別
回
を
超
え
「
御
田
」
や
「
猿
聟
」
も
如
回
前
後
を
数
え
る
の
に
比
べ
れ
ば
多
い
と
は
い
え
な
い
。
ち
な
み
に
『
触
流
し
御
能
組
』
に
現
在
と
同
じ
書
式
で
現
れ
る
「
小
書
」
の
初
例
は
、
元
文
五
（
１
７
４
０
）
年
九
月
二
日
の
「
江
戸
城
日
光
門
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一五世観世大夫元章は能演出の工夫を積極的に行ったが、「美奈保之伝」「青柳之舞」等元章自身の工夫による替演
出
も
、
「
白
頭
」
の
よ
う
な
古
く
か
ら
の
習
事
で
も
、
元
章
本
人
が
こ
れ
ら
を
「
小
書
」
と
呼
ん
だ
記
録
は
見
い
だ
せ
な
い
。
元
章
か
ら
の伝授を高弟浅井織之丞が記した「習事伝授書留」（鴻山文庫蔵）は「小習之事」として「流八頭・彩色」等々現在の
「小書」に相当する習事を列記するが、この「小習」は一曲全体が習である〈道成寺〉や〈槍垣〉等を。番習」と呼ぶ
のに対しての呼称と思われ、小さく書くこととは関係がない。実際、同書でさまざまな習事の演じ方を記す際の見出
し
は
、
曲
目
も
習
事
名
も
「
松
風
見
留
之
事
」
「
熊
野
膝
行
之
事
」
の
よ
う
に
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
続
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
書
式
と
しても小書きされてはいない。同じく浅井家旧蔵の『かるの市」（鴻山文庫蔵）も、奥書に「此書ハ明和年中元章師新
改
正
之
時
御
公
儀
様
江
書
上
候
習
事
目
録
之
写
也
十
番
之
習
は
此
外
也
」
と
記
し
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
同
書
を
入
れ
て
あ
る
茶
封
筒
に
は
江
嶋
伊
兵
衛
氏
の
筆
跡
で
「
元
章
の
明
和
年
中
、
公
儀
へ
書
上
／
観
世
小
書
の
伝
」
と
メ
モ
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
我
々
が
い
つ
の
ま
に
か
習
事
と
「
小
書
」
を
混
同
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
江
島
氏
に
と
っ
て
も
Ｓ
ま
り
か
な
り
以
前
か
ら
の
一
般
的
か
つ
正
当
な
理
解
と
し
て
）
、
こ
の
「
習
事
目
録
」
は
「
観
世
小
書
の
伝
」
と
理
解
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
跡饗応能」で、喜多七大夫が演じたく朝長〉の曲名左下部に「織法」と小書きする。次いで寛延元（１７４８）年八月二
日、「江戸城本丸奥慰能」で宝生の〈天鼓〉の曲名左下に「盤渉」の小書き注記が見える。この後すぐ観世元章の活躍
す
る
時
代
に
な
り
、
寛
政
年
間
に
各
流
の
大
夫
が
幕
府
に
提
出
し
た
書
上
に
は
習
事
名
の
リ
ス
ト
も
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
、
番
組
に
記
さ
れ
る
「
小
書
」
の
種
類
も
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
役
者
の
側
で
「
小
書
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
次
項
で
は
、
番
組
以
外
の
資
料
に
見
え
る
「
小
書
」
の
用
例
や
能
役
者
の
言
説
を
検
討
す
る
。
二
江
戸
時
代
の
伝
書
に
見
え
る
「
小
書
」
の
用
例
｢習事」と番組上の小字注記
教集る弓た
示めこ前金い
詰工す一Ｖ▲工吉ゴー０
145能の
だ
が
や
は
り
、
そ
れ
は
誤
解
で
あ
っ
て
、
元
章
は
自
ら
の
考
案
し
た
巷
演
出
を
「
小
書
」
と
は
言
わ
な
い
。
松
岡
心
平
編
『
観
世
元
章
の世界」（槍書店二○一四年）に山中自身が翻刻した『小書型付」（観世文庫所蔵。観世アーカイブＣ付舶／型は、
元章考案の習事について具体的に説明した書の写しだが、原本には本来、外題・内題ともに無い。本文中にも「習ト
ス」「伝トス」といった表現が出てくるのみで、「小書」という語は用いられない。にも関わらず、翻刻の際は観世
アーカイブ上の仮題にそのまま従ってしまったことを、今は深く悔やんでいる。翻刻は前稿執筆以前のことで考えが
至らなかったが、「小書」という語は用いず『元章習事付」のような題にすべきだった。
な
お
前
稿
で
は
、
江
戸
時
代
の
伝
書
類
に
お
い
て
も
能
役
者
が
替
の
習
事
の
こ
と
を
「
小
書
」
と
い
う
名
詞
で
呼
ん
だ
例
は
見
当
た
ら
な
い
と
述
べ
た
が
、
そ
の
後
、
以
下
に
掲
げ
る
二
種
の
資
料
に
計
三
つ
の
用
例
が
見
つ
か
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
こ
と
が
す
ぐ
に
、
「
替
の
習事を能役者が小書と呼んでいた」ということを意味するわけではなさそうである。以下、資料ごとに確認していき
弓金春家太鼓秘書」の用例】
前稿発表直後、八代市立博物館蔵『金春家太鼓秘書』（能楽研究所蔵の写真による）巻二に名詞の「小書」の例があ
る
こ
と
を
、
高
橋
葉
子
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
同
書
は
、
文
化
～
天
保
に
か
け
て
実
際
に
様
々
の
習
事
を
勤
め
た
と
き
の
控
え
を
集
め
て
お
り
、
巻
頭
の
目
録
末
に
は
「
天
保
四
癸
巳
年
改
扣
置
國
義
行
年
六
十
二
歳
」
と
あ
る
。
國
義
は
太
鼓
金
春
家
一
五
世
。
ご
教
示
頂
い
た
の
は
次
の
二
例
で
あ
る
。
●
真
之
脇
能
之
事
「
宝
生
流
二
相
生
ノ
松
之
作
物
ヲ
出
事
有
。
真
ノ
高
砂
ト
モ
号
国
義
一
シ
橋
様
ニ
テ
動
。
能
組
之
小
書
二
は
作
物
有
ト
書
。
左
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たしかに両者とも名詞の用例で、能役者も〃小書“という言葉を用いていたことが判る。と同時に、傍線部から見て
取れるごとく、この〃小書“が「能組」という言葉とペアで出てきていることにも注目したい。「能番組に小さく書
く」という意味が色濃く残っている用法で、本稿で仮に定めたルールでは「小書き」と記すべきものである。さらに、
右の二例は、習事の名称と番組への小書きの仕方が違っていたという例でもある。
〈高砂〉の「作物有」は、見た目にすぐわかることの記録である。ただしそれは「真之脇能」という特別な演出の一
つの要素の現れに過ぎず、演者の方には、「木陰のちりをかかふよ、ノー。此所一一、イロヱノョウナルコト有。シテ
木陰ヲキョメル形アリ」コワキハ）次第ノ謡之内拍子一シ有」（共に「金春家太鼓秘書」の注記）等、さまざまな変更
点に関する知識が必要となる。太鼓の場合は「地配りに変更はなく、常之通に出端を打ち出すが、その位は「常ヨリ
引立」て、神舞は五段で、その位は「ス、ミハャシ」という。
●
金
剛
流
絵
馬
五
段
ノ
舞
之
事
一、絵馬五段之舞ハ別二重、
宝
生
大
夫
一
員
砂
ワ
キ
作
物
有
一、中入後、太コノ内地クバリ少モカワラズ、常之通ニテ打出ヨリ出羽之内、位常ヨリ引立、神舞五段、位ス、
ミ
ハ
ャ
シ
。
外
二
勤
方
カ
ワ
ル
事
ナ
シ
葛
野
九
郎
兵
衛
観
世
権
九
郎
能
組
二
舞
五
段
ト
小
書
有
之
時
勤
金
春
惣
右
衛
門
一
噌
又
六
郎
能の「習事」と番組上の小字注記１４７
〈絵馬〉の番組に小書きされる「舞五段」も、目に見えるままの記録と言えよう。〔神楽〕の後、呂中干舞に直って
か
ら
五
段
だ
と
い
う
注
記
で
あ
る
。
習
事
の
場
合
は
「
五
段
ノ
舞
」
と
い
う
名
称
だ
が
、
番
組
に
小
書
き
す
る
と
き
に
は
「
舞
は
五
段
で
あ
る
（
あ
っ
た
）
」
と
い
う
注
記
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
習
事
の
名
前
が
そ
の
ま
ま
番
組
に
も
小
書
き
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
う
い
う
例は、なるほど能番組に小さく書くことが「小書き」なのだということを判らせてくれる。番組への「小書き」は、
「舞は五段である」「作り物がある」と観客に知らせるための注記であり、役者同士が理解している習事の内実と完全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
現
代
で
も
同
様
で
、
す
べ
て
の
習
事
が
番
組
上
で
「
小
書
き
さ
れ
る」わけではない。たとえば〈葵上〉に「空之祈」の「小書」が付く時にはかならず「替装束」となり緋の長袴の裳着
胴
に
長
髭
の
姿
に
な
る
が
、
番
組
に
は
「
空
之
祈
」
と
だ
け
書
く
。
ま
た
、
〈
江
口
〉
の
小
書
「
平
調
返
」
の
場
合
も
、
「
千
之
掛
」
の
習
事
を
含
ん
で
い
て
も
記
さ
ず
「
平
調
返
」
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
、
稿
者
は
漠
然
と
、
本
来
は
た
く
さ
ん
の
「
小
書
」
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
煩
頂
に
な
る
の
で
省
略
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
理
解
し
て
い
た
が
、
右
の
「
金
春
家
太
鼓
秘
書
」
の
例
な
ど
を
見
る
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
能
役
者
た
ち
の
把
握
し
て
い
る
習
事
と
、
番
組
に
記
さ
れ
る
「
小
書
」
に
は
、
ず
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
番
組
に
小
書
き
す
る
目
的
も
現
代
の
理
解
と
は
違
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
現
代
で
は
、
番
組
に
「
青
柳
之
舞
」
「
沢
辺
之
舞
」
等
、
凝
っ
た
名
称
の
「
小
書
」
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
観
客
の
興
味
を
惹
く
。
特
に
酒
落
た
名
称
で
な
く
と
も
、
た
と
え
ば
「
白
頭
」
で
も
「
ク
ッ
ロ
ギ
」
で
も
、
「
小
書
」
が
付
く
こ
と
に
よ
る
特
別
な
感
じ
が
有
効
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
触
流
し
の
役
人
が
番
組
に
小
書
き
す
る
目
的
が
「
将
軍
の
気
を
引
く
た
め
」
と
は
考
え
が
た
い
。
む
し
ろ
、
「
今
回
は
こ
こ
を
変
更
し
て
上
演
し
ま
す
」
あ
る
い
は
「
上
演
し
ま
し
た
」
と
い
う
予
告
や
報
告
と
し
て
の
意
味
が
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
当
然
、
変
更
点
は
習
事
に
な
り
、
そ
の
名
前
と
番
組
上
の
小
書
き
注
記
の
名
称
が
一
致
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
両
者
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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今回、江戸時代に記録された「小書」という名詞の例をもう一つ、鴻山文庫蔵「諸流謡秘事書」（五七ｍ）に見いだ
し
た
。
同
書
の
内
題
は
「
伝
授
事
書
上
触
流
手
扣
」
で
、
「
文
化
九
申
年
十
二
月
／
御
本
丸
西
丸
江
御
右
筆
衆
ヲ
以
指
出
候
」
と
書
き
添えられている。各流の伝授事だけでなく、そうした伝授事上演の際に組むことができる（あるいはできない）相手方
流儀についても詳しく記した興味深い資料だが、「小書」の用例があるのは前半の、各流の伝授事の書上部分で、金
剛流の分に「習事小書目録」と記されているのである。当該記事全体を左に掲げる。
習
事
小
書
目
録
金
剛
太
夫
高
砂
流
シ
八
頭
道
明
寺
笏
拍
子
絵
馬
五
段
ノ
マ
イ
朝
長
熾
法
老
松
紅
梅
殿
清
経
披
講
野
ノ
宮
合
掌
留
江
口
平
調
返
井
筒
段
ノ
序
熊
野
三
段
ノ
マ
イ
松
風
見
留
楊
貴
妃
千
ノ
掛
り
野
宮
千
ノ
掛
り
采
女
千
ノ
掛
り
巻
絹
真
ノ
五
段
神
楽
三
輪
神
道
安
宅
延
年
ノ
マ
イ
蟻
通
真
ノ
働
絃
上
楽
入
融
遊
曲
ノ
マ
イ
海
人
懐
中
ノ
マ
イ
鞍
馬
天
狗
白
頭
弓諸流謡秘事書」の用例】
１４９能の「習事」と番組上の小字注記
唐
船
物
着
是
界
白
頭
山
婆
白
頭
国
栖
白
頭
嵐
山
白
頭
氷
室
白
頭
舟
弁
慶
前
後
替
ノ
形
（
天
保
七
申
年
六
月
上
旬
／
有
馬
様
ニ
テ
始
而
勤
之
）
右は明らかに金剛流の習事の一覧であり、これを大夫が「習事小書」と呼んでいるのだとすれば、現代の「小書」と
同
じ
用
法
が
す
で
に
文
化
年
間
に
は
芽
生
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
本
当
だ
ろ
う
か
。
本資料の他流分を見ると、金剛以外の．金春・宝生・喜多の各流が提出した書上の名称は、観世が「伝授目録」、
金
春
が
「
伝
授
事
目
録
」
、
宝
生
は
「
習
之
能
小
習
之
類
」
、
喜
多
は
「
習
事
名
寄
・
習
有
之
能
」
と
な
っ
て
い
る
。
観
世
と
金
春
は
習
事
リ
ス
ト
を
掲
げ
た
後
に
。
番
習
事
」
。
番
習
部
」
と
い
っ
た
小
見
出
し
で
〈
道
成
寺
〉
や
老
女
物
等
、
一
曲
全
部
が
伝
授
を
受
け
ね
ば
舞
え
な
い
能
を
別
記
し
、
宝
生
と
喜
多
は
逆
に
、
冒
頭
に
一
曲
全
体
が
習
い
の
能
を
列
記
し
た
後
「
小
習
ノ
部
」
「
習
有
之
能
」
と
し
て
金
剛
流
と
同
様
の
部
分
的
な
習
事
の
リ
ス
ト
を
挙
げ
る
。
四
流
の
書
式
は
微
妙
に
異
な
る
が
、
要
す
る
に
、
老
女
物
な
ど
一
番
全
体
が
習
で
あ
る
能
と
、
常
の
曲
の
中
に
部
分
的
に
入
る
習
事
（
小
習
）
と
の
区
別
を
設
け
、
両
方
の
リ
ス
ト
を
提
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
金
剛
流
だ
け
が
、
部
分
的
な
習
事
の
み
を
取
り
上
げ
「
習
事
小
書
目
録
」
と
い
う
特
別
の
名
称
で
届
け
出
て
い
る
こ
と
に
なる。また、金剛流でも本資料前後の『諸流名寄秘書」（寛政七年。寛政十年に五流の習事を追記）や『天保九年諸流
書
上
」
で
は
他
流
と
同
様
、
｜
曲
全
体
が
習
い
に
な
る
能
と
部
分
的
な
習
事
リ
ス
ト
を
分
け
て
両
者
を
記
し
て
お
り
、
天
保
の
書
上
で
そ
の
習
事
リ
ス
ト
部
分
に
つ
い
て
い
る
見
出
し
は
、
他
流
と
同
じ
「
小
習
之
部
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
本
資
料
内
に
お
い
て
も
、
共
演
で
き
る
相
手
方
流
儀
を
列
記
す
る
後
半
部
で
は
、
他
流
と
同
様
金
剛
流
も
「
習
事
相
手
組
」
と
い
う
見
出
し
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
右
に
掲
げ
た
「
小
書
」
の
用
法
は
、
本
資
料
の
中
で
も
、
ま
た
金
剛
流
の
書
上
を
歴
史
的
に
見
て
も
、
突
出
し
た
唯
一
の
「
例
外
」
な
の
150
も
う
一
つ
例
外
的
な
点
が
あ
る
。
本
資
料
に
集
め
ら
れ
た
書
上
の
う
ち
、
金
剛
流
の
分
に
は
末
尾
に
年
記
や
署
名
が
な
い
。
他
の
四
流
の
場
合
は
「
右
之
通
二
御
坐
侯
以
上
／
文
化
九
年
申
十
月
宝
生
太
夫
」
の
如
く
、
年
記
と
太
夫
の
署
名
が
入
っ
て
い
る
の
だ
が
、
金
剛の分だけはこれがないのである。先にも述べたとおり、本資料は内題に「触流手扣」であることが明記されている。
右に見たごとくさまざまに異例な点がある金剛流分の書上は、金剛大夫の提出した書上の正確な写しではなく、触流
し役人により彼の親しんだ語彙によって書き直された（あるいは書き抜かれた）ものなのではないだろうか。「習事小
書」という他に例の無い呼称が触流し役人によるものであるならば、先に挙げた『金春流太鼓秘書』の用例が能番組
に
書
か
れ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
か
っ
た
こ
と
と
も
呼
応
し
て
い
る
。
他
四
流
の
大
夫
は
「
習
事
」
「
小
習
」
等
の
語
彙
を
用
いているのに、触流し役人が書き直した金剛流の分だけに、能役者は（この段階ではまだ）なじんでいない「小書」と
いう言葉が入り込んでしまった、というような事情を想定しておきたい。
「
金
春
家
太
鼓
秘
書
』
の
用
例
と
「
諸
流
謡
秘
事
書
」
の
用
例
、
ど
ち
ら
も
「
小
書
」
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
同
じ
方
向
を
指
し
示
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
を
通
し
て
能
役
者
の
側
で
は
習
事
・
小
習
等
の
語
を
用
い
て
い
て
も
、
能
番
組
を
書
き
留
め
る
「
触
流
し
」
の
役
人
周
辺
で
は
、
小
書
き
す
る
Ｔ
小
さ
く
書
く
）
と
い
う
通
常
の
用
法
か
ら
生
ま
れ
た
「
小
書
き
」
が
通
用
し
、
そ
の
よ
う
に
小
さ
く
書
か
れ
た替演出の注記を指すことも普通のことになっていったのだろう。我々が「表書き」「裏書き」の語で書く行為より
も書かれた内容を意識するのと同じことと思われる。しかし、現代の「小書」が習事や替演出とほぼ同意語として用
い
ら
れ
る
の
と
は
違
い
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
番
組
に
書
か
れ
た
場
合
の
用
語
で
あ
り
、
「
流
儀
の
小
習
は
三
十
種
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
「小書は一一一十」と数えたり、「江口平調返の小書を伝授する」と言ったりはしなかったのではないだろうか。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
明
治
維
新
後
も
そ
う
急
激
に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
稿
に
も
引
い
た
資
料
だ
が
、
明
治
である。
記
て
ぱ
風
て
し
》
上
糀ぶ例は見つけ《
小肋挙げるだけに些
翻【『梅若実日記」
此一つ目は、而
瞬被仰付候趣」Ⅱ
151能の
一つ目は、明治咀年６月即日の記事。先立つ５月皿日に八番漬ずるはずが急に半分の四番に変更になり「跡ハ近日
被仰付候趣」という、その「半分御残リノ分へ鞍馬天狗望月」や嚥子などを加えた番組が書き留められている。
能
の
曲
目
は
「
知
章
・
吉
野
静
・
鉄
輪
早
鼓
・
石
橋
師
資
十
二
段
ノ
式
・
鞍
馬
天
狗
・
望
月
」
で
、
こ
の
記
事
に
関
す
る
〔
挿
入
紙
〕
の
一枚に「むろん石橋シテサシ上寄ぬきテ宣。小書候故鉄之丞へ御伝言…」という記述が見える。ただしこれは、６月
別日の詳しい番組が届きそこに「師資十二段ノ式」と小書きされているので、ともに獅子を舞う鏡之丞にも伝えた…
そ
れ
で
は
い
つ
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な
「
小
書
」
の
用
法
が
広
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
稿
で
の
推
定
を
変
え
る必要はないと考えている。すなわち、池内信嘉が明治弱年創刊の雑誌『能楽」誌上で積極的に「小書」の語を用い
て広めていったと考える。ただし前稿で『梅若実日記』には「小書名自体は頻出するものの、それらを「小書」と呼
ぶ例は見つけられなどと述べたのは、調査不足故の誤りであった。同
書
には今
の
ところ
索
引がな
く
、見つ
け
た例を
挙げるだけになってしまうが、後述する雑誌『能楽』の用例よりも早いものを二例掲げる。
通年に観世清孝・梅若実・宝生九郎・喜多千代造后見松田亀太郎・金春廣成・金剛氏成・同泰一郎が宮内省に提出し
た「能楽諸家流能名寄』（鴻山文庫蔵）は、表紙に「御能御用掛青木行方／能楽諸家流能名寄／付習事小習離子仕舞乱
曲」とあることからも判るように、江戸幕府時代の書上と同様の書式で、所演曲の他、｜曲全体が習いになっている
能や、現在の小書に相当する「小習」等についても報告している。ここでも「習事」や「小習」が用いられており、
「小書」は使われていないのである。
三
明
治
初
年
の
状
況
の用例】
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当
時
の
雑
誌
や
新
聞
に
載
っ
た
能
楽
関
係
記
事
や
能
評
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
お
お
か
た
の
様
子
は
倉
田
喜
弘
編
著
「
明
治
の
能
楽
』
（国立能楽堂）により概観することができ、当時の能にいかに小書付上演が多かったかもよく判るが、それらの催しの
（５）
生ロ知記事にも能評にも「小書」の語は見いだせない。前稿では例として、明治別年ｎ月９日から肥日にかけて読売新
聞上に掲載された「能楽会式能評」のことに触れた。評者の「芋兵衛」は旧佐倉藩士の鈴木彦之進で、池内信嘉が
「鱸麿（山本寅之助、名古屋の人）は讃寶、浦人（廣田花月）は國民、楽天（上野己熊）は時事と定まって連載されるやう
になった」二能楽盛衰記ごと紹介した新聞誌上の能評家たちの一世代上にあたる。次に引くのは芋兵衛が亡くなった
当年の謝儀拾五円、井二砧ノ能一札肴料金五円、外二忍辱舞、外二角田川ノ小書習一札肴料七円五十銭被送」とある。
「小書習」は、〈隅田川〉の「小書」として番組に書き込む「彩色」や「鉦之音」の習いのことだろうか。江戸時代以
来
の
「
小
習
」
と
同
じ
こ
と
な
の
か
独
自
の
用
法
な
の
か
、
他
に
例
を
見
つ
け
ら
れ
ず
判
断
で
き
な
い
。
た
く
さ
ん
の
有
力
者
を
素
人
弟
子として抱えた梅若実が免状料のことを述べる文脈で「小書」と習事（あるいは小習）を融合したかのような名称を用
い
て
い
る
の
は
興
味
深
い
が
、
こ
の
よ
う
な
物
言
い
が
そ
の
後
一
般
化
し
た
様
子
は
な
い
。
明
治
兜
年
７
月
に
讃
寶
新
聞
に
載
っ
た
追
悼
記
事
で
あ
る
。
◎
去
五
月
の
中
旬
と
覚
ゆ
。
翁
前
田
利
圏
、
古
市
公
威
、
飯
田
巽
三
氏
の
招
待
に
応
じ
、
ある。
という文脈であり、前項で見た「金春家太鼓秘書』の「能組二舞五段ト小書有之時勤」（金剛流〈絵馬〉）と同じ用法で
い
て
い
る
の
は
興
味
深
い
が
、
こ
［鈴木芋兵衛（彦之進）の能評】
それに対し、一一つ目は現在の用法に近い。明治皿年皿月肥日の記事に「三井八郎右衛門被参草紙洗能之稽古アリ。
相談に預りたる後、謡曲を謡ひ小鼓を敵ちたることありしが（ａ）、
函に応じ、疾を推して紅葉館に赴き能楽再興の
是
れ
恐
く
ハ
翁
が
最
終
の
謡
と
鼓
な
り
し
な
ら
ん
。
らる国に至らしめしもの、即ち全く翁の力なりとす（ｄ）。
◎然れとも今の新聞雑誌社の劇評家にして能評を能くするもの少く、又能楽ハ之を批評するに困難なる故、今日
記
能評ハ劇評の隆盛に及ばざるなり。況んや是より又翁の能評を見る可らざるに於てをや。
注字
（ヨミダス歴史館「読売新聞」１８９９年７月ｎ日朝刊２ページ）
小川自社で活躍した人物の追悼記事という性格上、割り引いて読む必要はあろうが、この記事からは、彼が能楽を深く愛
翻好し実技にも明るく（傍線ａ．ｂ）、またそれが他からも一目置かれ演能にも影響を与え（傍線ｃ）、深い知識によって
此「能評」というジャンルを確立した（傍線ｄ）ことが判る。この芋兵衛こと鈴木彦之進が、生前「能楽会」の記念すべ
事習
き
第
一
回
式
能
に
つ
き
、
徳
川
家
時
代
の
し
き
た
り
や
翁
・
三
番
里
の
故
実
、
続
く
五
番
の
能
に
求
め
ら
れ
る
曲
趣
等
の
蕊
蓄
も
披
露
し
ｒ肋つつ、演じられた能一番ずつに長大な評を書いたのだ。一一一番目に宝生九郎が舞った〈葛城〉についても約二千字を費や
＃３しているが、｝」の時の〈葛城〉は「大和舞」の「小書」付きだったらしい。「時事新報」が伝える予告番組（『明治の能
５１
１
楽」所収）には「小書」の記載はないが、芋兵衛の「扱宝生流にて此の大和舞と来は喧しきものなるべく…。大和舞
◎
能
評
の
濫
鵤
ハ
、
廿
余
年
前
重
野
成
斎
先
生
が
我
讃
寶
新
聞
に
投
書
せ
ら
れ
た
る
に
在
ら
ん
が
、
能
評
と
し
て
劇
評
と
並
び
称
せ
ｈソ当己（ｃ）０
数
ぱ
能
評
に
其
意
を
漏
せ
り
。
而
て
芝
公
園
能
楽
堂
の
能
狂
言
に
て
翁
の
意
見
を
用
ひ
て
改
良
を
加
へ
し
こ
と
、
又
実
に
少
か
ら
ざ
◎
翁
の
謡
は
観
世
流
な
り
旧
藩
の
時
仕
込
し
咽
な
れ
（
、
決
し
て
今
日
新
聞
の
謡
曲
家
投
票
に
競
争
す
る
如
き
出
来
星
一
流
に
あ
ら
ず（ｂ）。翁曾て社員に謡曲を学ばんことを勧め再三度教授せしことありしが、熟れも皆詩吟的にて、とうてい藝
達
の
見
込
な
し
と
て
遂
に
断
念
せ
り
。
（６）
◎翁頗る能楽の再興を希望し、殊に笛、鼓、太鼓等聡方の名人が前後易費して其継承者なきに至らんことを憂ひ、
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何かが「無かった」ことの証明は難しいが、少なくとも芋兵衛ほど実技に明るい評者が、「双調の音取」「ノット」
「高刻み」「片援」等の専門用語を用いながら「大和舞」の「小書」演出について詳述する中で、ただの一度も「小
書」という語を用いないということには注意すべきだろう。明治期の能評に「小書」という語が見いだせないのは、
評者が「小書」演出に触れない（触れる習慣がない）からというわけではないのである。
評
者
が
「
小
書
」
演
出
に
【雑誌「能楽」の用例】
といふに付きては巷の形にて総てが重く、拍子所も三つに一一つは踏まざりしなり」という口ぶりからは、当日の番組
に
は
「
大
和
舞
」
が
小
書
き
さ
れ
て
い
た
か
、
少
な
く
と
も
ど
こ
か
で
「
葛
城
は
大
和
舞
と
い
う
替
演
出
」
と
い
う
説
明
が
為
さ
れ
て
い
たと考えられる。その具体的な演出についても、芋兵衛は左記のごとく、詳しく記録している。
こ
う
し
た
中
で
、
突
然
爆
発
的
に
「
小
書
」
の
用
例
を
多
く
示
す
の
が
雑
誌
「
能
楽
』
で
あ
る
。
雑
誌
『
能
楽
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
で
「
小
書
」
を
検
索
す
る
と
、
明
治
部
年
以
降
の
用
例
が
多
数
出
て
が
又
不
思
議
に
て
、
お
も
な
や
、
の
高
刻
み
が
上
っ
た
か
と
見
れ
ば
其
の
擢
い
つ
ま
で
も
下
り
ず
、
廷
ら
平
坦
に
進
む
さ
へ
奇
な
る
離
子
に
て
、
一
噌
氏
の
笛
は
何
だ
か
双
調
の
音
取
の
様
な
も
の
を
吹
い
て
居
る
。
石
井
、
大
倉
両
氏
の
鼓
は
何
だ
か
祝
詞
の
様
な
も
並の能ならば舞は序の舞なる処を大和舞となるからの一大事にして、観世流にて大和舞の時は雪山の作物を出す
と
や
ら
聞
け
ど
予
曾
て
見
し
事
な
く
、
宝
生
の
は
別
に
作
物
な
し
。
…
扱
此
の
大
和
舞
に
就
き
艇
か
し
六
ケ
敷
く
困
難
な
る
べ
き
は
に
、
明
ぬ
先
に
、
の
処
か
ら
右
手
の
片
擬
を
遣
ひ
出
せ
る
は
這
は
汗
も
如
何
に
。
片
擬
は
観
世
左
吉
流
の
渡
法
な
れ
ば
…
の
を
打
て
居
て
、
我
々
に
は
其
の
乗
り
の
間
が
少
し
も
分
ら
ず
。
其
処
で
主
動
の
太
鼓
方
を
誰
か
と
見
れ
ば
、
…
此
の
太
鼓
の
乗
り
ｓ明治の能楽口』より）
そ
う
し
た
記
事
の
一
部
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
実
は
検
索
に
か
か
ら
な
い
記
事
の
中
に
も
「
小
書
」
の
記用例は多くある。ここでは検索結果の初例より一年早い明治弱年の用例を見てみることにしよう。一つ目は、読者の
軸質問コーナーである・第１巻３号には「清経に恋音取と云ふ習事あり如何なる事に候や」という質問が載り、翌４号
小肋にはそれへの回答として、他の読者からの
鮒清経恋の音取はシテと笛との関係にて観世にては恋の音取金春宝生は単に音取金剛にては披講音取と小書をなし
化枕や恋をさますらんの跡に此習あり…
事習
と
い
う
説
明
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
例
は
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
的
な
用
法
に
通
ず
る
も
の
で
、
小
書
の
実
体
に
つ
い
て
は
質
問
者
も
回
ｒ肋答者も「習事」「習」と呼んでおり、一方「小書をなす」は、番組に書く書き方についての一一一口及である。一般の愛好
向５
者
は
き
わ
め
て
普
通
の
使
い
方
を
し
て
い
た
の
だ
。
５１
同
じ
く
明
治
弱
年
ｎ
月
の
５
号
に
は
「
羽
衣
叢
談
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
各
流
の
家
元
や
重
鎮
が
、
こ
れ
ま
た
姿
の
見
え
な
い
尋
ね
はその後、他流の一
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
小書ですか、小書は随分数々ありますよ、書とめたものもありますが、数々に分れて居ますから、今と申すこと
に
参
り
ま
せ
ん
、
お
急
ぎ
で
す
か
、
困
り
ま
し
た
な
…
と
い
う
調
子
で
始
ま
る
清
廉
の
談
話
と
い
う
形
で
、
順
に
小
書
の
簡
単
な
解
説
が
さ
れ
て
い
く
。
「
小
書
の
話
」
は
四
回
続
く
が
、
同
誌
は
そ
の
後
、
他
流
の
家
元
に
も
同
様
の
話
を
聞
く
ほ
か
、
能
評
・
曲
目
解
説
・
論
説
等
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
の
中
で
「
小
書
」
の
語
を
多
用
と
い
う
編
集
者
の
前
書
き
の
後
、
小書ですか、小書は随〈
に
参
り
ま
せ
ん
、
お
急
ぎ
三
く
る
。
実
際
、
同
誌
で
は
明
治
師
年
の
第
２
巻
６
号
に
観
世
清
廉
の
「
小
書
の
話
」
を
開
始
、
能
に
小
書
の
多
き
は
観
世
流
に
如
く
は
な
し
、
小
書
と
い
ふ
こ
と
は
、
各
流
共
に
習
物
と
し
て
重
ぜ
ら
る
れ
共
…
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手に向かって答えるようなスタイルで、〈羽衣〉について語っている。少し長くなるが、各流の家元たちの談話のうち、
演
出
に
関
す
る
部
分
を
左
に
抄
出
す
る
。
○
寺
田
左
門
治
金
剛
流
に
て
は
羽
衣
に
盤
渉
と
云
ふ
が
あ
り
ま
す
、
斯
く
な
り
ま
す
と
舞
の
笛
が
盤
渉
調
と
な
っ
て
三
段
に
な
り、舞のあとが直に東遊びの数々にとなります、又作物を出さずに長絹を橋掛の一の松へ掛けます…
○
紀
喜
真
家
元
が
居
ら
る
れ
ば
何
か
お
話
も
あ
り
ま
せ
う
が
、
目
下
旅
行
中
で
す
か
ら
私
が
知
っ
て
居
る
こ
と
の
大
略
を
お
話
○
桜
間
伴
馬
今
春
流
は
余
り
小
書
の
無
い
流
儀
で
す
が
、
羽
衣
に
は
替
の
形
と
云
ふ
が
あ
り
ま
す
、
確
か
二
年
程
前
で
あ
っ
た
と
思
ひ
ま
す
、
私
が
能
楽
堂
で
勤
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
序
の
舞
が
代
り
て
其
跡
が
直
に
東
遊
の
数
々
に
と
な
る
の
で
す
、
切
り
は
脇
止
め
と
な
っ
て
仕
手
は
幕
の
内
で
止
め
ま
す
、
装
束
に
別
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
天
冠
へ
牡
丹
の
造
花
を
附
け
る
こ
○
観
世
清
廉
和
合
の
舞
と
申
す
は
御
承
知
の
通
り
序
の
舞
と
破
の
舞
を
合
せ
折
衷
し
た
も
の
で
、
二
つ
の
舞
の
和
合
と
云
ふ
所
○
宝
生
九
郎
流
儀
で
は
盤
渉
と
云
ふ
小
書
の
あ
る
替
の
形
が
あ
り
ま
す
、
舞
が
盤
渉
に
な
る
の
は
無
論
で
あ
り
、
抜
差
も
あ
り
、
と
が
あ
り
ま
す
よ
り
名
け
た
二
二
も
の
で
、
是
れ
は
度
々
出
て
能
く
人
も
知
っ
て
居
ま
す
が
、
ま
だ
外
に
彩
色
と
申
て
替
の
形
が
あ
り
ま
す
、
是
れ
は
第
一
ク
リ
よ
り
曲
が
抜
て
し
ま
い
、
東
遊
の
駿
河
舞
と
云
ふ
此
次
第
の
所
に
て
一
種
の
働
が
あ
り
、
南
無
帰
命
月
天
子
と
な
り
、
切
り
は
同
じ
く
脇
止
め
と
な
り
ま
す
、
此
彩
色
を
弟
子
家
で
勤
め
る
時
に
は
、
働
で
な
く
て
舞
が
入
る
の
で
す
、
装
束
は
何
れ
の
形
で
も
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
…
し
ま
せ
う
、
…
替
之
形
と
申
て
別
に
習
ひ
と
云
ふ
程
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通
常
人
は
や
ら
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
居
る
形
に
舞
込
み
緩
急
も
あ
り
、
形
に
も
変
化
あ
り
、
切
は
脇
止
め
に
な
り
ま
す
、
…
…
脇
の
方
と
も
申
合
せ
が
出
来
て
居
り
、
脇
方
で
は
何
に
と
か
申
し
て
可
な
り
重
き
習
ひ
と
な
っ
て
居
ま
す
。
｢習事」と番組上の小字注記157能の
こ
れ
ら
は
み
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
と
い
う
体
裁
で
、
特
に
そ
の
枠
組
み
の
部
分
に
は
編
者
の
手
が
多
く
入
っ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
くない。「羽衣叢談」と題されてはいるが、右の役者たちは〈羽衣〉について自由に話しているのではないし、一曲の
冒頭から順を追っているわけでもない。だが、そうした状況で彼らがみなく羽衣〉の替演出について話しているのは注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
聞
き
手
が
そ
う
い
う
形
で
尋
ね
た
か
ら
だ
ろ
う
し
、
そ
の
姿
の
見
え
な
い
聞
き
手
は
、
も
ち
ろ
ん
池
内
信
嘉
だ
ろ
う
（
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
設
定
自
体
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
各
人
に
流
儀
の
替
演
出
を
書
き
出
し
て
も
ら
っ
た
可
能
性
も
あ
る
）
。
宝
生
九
郎
と
桜
間
伴
馬
は
「
小
書
」
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
で
尋
ね
て
こ
の
二
人
だ
け
し
か
「
小
書
」
と
いう一一一一口葉を口にせず、ほぼ全員が「替の形」と言っていることの方に留意したい。宝生九郎の「盤渉と云ふ小書のあ
る
替
の
形
」
と
い
う
言
い
方
や
そ
の
後
に
続
く
説
明
も
、
先
に
見
た
江
戸
時
代
の
例
の
ご
と
く
、
番
組
に
小
書
き
さ
れ
る
名
称
と
実
際
に
演じられる替演出の習いとが微妙に異なることを示しているように思われる。ここに挙げた役者たち（観世清廉自身
も
含
め
て
）
の
談
話
は
、
２
年
後
の
清
廉
の
「
小
書
で
す
か
、
小
書
は
随
分
数
々
あ
り
ま
す
よ
…
」
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
清
廉
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
質
問
し
書
き
留
め
る
池
内
信
嘉
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
弱
年
の
段
と
云
ふ
が
あ
り
ま
す
、
此
舞
ひ
込
み
と
云
ふ
の
は
、
他
の
流
儀
に
は
霞
が
く
れ
と
か
称
し
て
居
る
か
と
も
思
ひ
ま
す
が
、
切
の
国
士
に
是
を
施
し
給
ふ
と
云
ふ
所
か
ら
小
廻
り
し
て
橋
掛
に
行
き
、
愛
鷹
山
や
富
士
の
高
根
と
云
ふ
所
に
て
橋
掛
よ
り
見
る
様
に
な
り、霞にまぎれて失にけりと袖をかづきたるま函小廻りして幕に入り幕内で止めますが、・・・
○
宝
生
金
五
郎
仕
手
の
方
で
替
の
形
に
な
り
ま
す
と
た
い
て
い
は
舞
ひ
込
み
と
か
何
と
か
申
て
早
く
幕
の
内
へ
入
り
ま
す
か
ら
、
其
時
は
脇
止
め
と
な
り
、
仕
手
柱
の
所
ま
で
進
み
て
見
送
る
形
が
あ
り
、
脇
止
め
と
成
と
小
習
と
申
て
元
は
弟
子
家
の
も
の
に
は
き
せ
な
ん
だ
も
の
で
す
が
、
今
は
そ
ふ
も
参
り
ま
せ
ん
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以上、「小書」という語をめぐって雑多な考察を連ねてきた。「小書（き）」という用語自体は文化・文政期頃から資
料
に
見
え
る
こ
と
、
だ
が
そ
れ
は
番
組
に
関
わ
る
文
脈
や
「
触
流
し
」
の
役
人
周
辺
で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
小
さ
く
書
く
と
い
う
本
来
の意味が強く残る用例であること、能役者は習事を小書とは呼んでいなかったこと、番組中に小書きされる情報もそ
の
書
式
も
現
在
の
「
小
書
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
、
習
事
の
目
録
は
出
揃
っ
て
い
て
も
そ
れ
ら
が
常
に
す
べ
て
番
組
に
小
書
き
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
こ
と
、
現
在
我
々
が
用
い
て
い
る
、
「
習
い
の
替
演
出
」
と
い
う
意
味
の
「
小
書
」
の
語
を
一
気
に
広
め
た
の
は
池
内
信
嘉
と
雑
誌
「
能
楽
』
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
等
で
あ
る
。
階
で
は
、
池
内
も
「
羽
衣
の
小
書
に
つ
い
て
…
」
で
は
な
く
「
羽
衣
の
替
の
形
に
つ
い
て
…
」
と
質
問
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
「
小
書
に
つ
い
て
…
」
と
質
問
し
て
も
「
流
儀
の
巷
の
形
は
…
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
の
で
そ
の
ま
ま
使
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
ど
ち
ら
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
茄
年
の
「
羽
衣
叢
談
」
と
師
年
の
「
小
書
の
話
」
で
は
明
ら
か
に
差
が
あ
り
、
師
年
の
場
合
、
「小書の話」というタイトルにも前書きにも、「小書ですか…」というわざとらしい清廉談の始まり方にも、「小書」
と
い
う
語
を
広
め
よ
う
と
い
う
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。
事
実
、
こ
の
後
「
能
楽
』
誌
上
で
は
あ
ら
ゆ
る
記
事
の
中
で
「
小
書
」
が
多
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
前
稿
で
は
、
免
状
を
出
し
た
り
伝
授
を
受
け
た
り
す
る
役
者
の
立
場
で
の
「
習
事
」
と
い
う
言
い
方
で
は
な
く
、
観
客
と
し
て
能
の
演
出
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
止
め
理
解
す
る
際
に
ふ
さ
わ
し
い
言
い
方
と
し
て
、
池
内
は
「
小
書
」
と
い
う
呼
称
を
広
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
雑
誌
の
記
事
を
書
く
際
に
「
替
の
形
」
よ
り
も
「
小
書
」
の
方
が
文
字
数
も
少
な
く
コ
ン
パ
ク
ト
で
便
利
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
実
用
的
な
理
由
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
今
は
考
え
て
い
る
。
だ
が
い
ず
れ
に
せ
よ
、
番
組
を
離
れ
具
体
的
な
演
出
の
内
実
を
語
る
文
脈
で
の
「
小
書
（
Ⅱ
習
の
替
演
出
巨
と
い
う
現
代
的
な
用
法
を
急
速
か
つ
強
力
に
広
め
た
の
は
、
池
内
信
嘉
と
雑
誌
「
能
楽
』
に
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
｢習事」と番組上の小字注記１５９能の
本稿では触れる余裕がなかったが、番組上の注記という点に関しては「触流し御能組』の後半に見える演出注記や
役者の情報を無視することはできないだろう。特に幕末に向かって詳細になっていくこれらの注記については表章氏
による調査・翻刻を表きよし氏が引き継ぎ、本誌珊号に掲載されている。舞事や登場・退場の嚇子事の段を省略した
り、謡の一部を抜いたりして時間短縮をする工夫などは、現在の演出に直結する非常に興味深い問題でもあり、稿を
改
め
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
注（１）「丹後細川能番組」には天正一三年の〈猩々乱〉の例があるが、これは「猩々乱」という一つの曲名として挙がっている。
（２）「草稿本」では少進が乱を舞ったことになっている。
（３）中司由起子「「秋田城介型付』におけるタイハイ」ｓ鏡仙」６２０）は、現在の左右のような型を秋田城介やその師匠で
あ
る
下
問
少
進
が
タ
イ
ハ
イ
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（４）文禄元年正月二五日の〈卒都婆小町〉は、「法印」の名の下方右側に「大西川」「小鼓五郎次郎」と、大小鼓の役者名を
注記する。同年四月一五日の番組では、本文で触れたく井筒〉のほか〈関寺小町・道成寺・二人静〉の一一一曲にも注記があり、
〈関寺小町〉と〈道成寺〉ではそれぞれ、シテの「法印」の下に二行書きで大小鼓の役者名を、〈二人静〉では同じく「法印」
の下に「連／春日大夫」と書き加えている。「留帳」の蝿子方名注記は多くの場合大鼓を右、小鼓を左に書いているが、
この〈道成寺〉の場合は小鼓の観世又次郎が右である。演出上重要な乱拍子を打つ小鼓方の名を先に（右に）書いたというこ
と
だ
ろ
う
。
書
式
が
ま
だ
確
定
し
て
い
な
く
て
も
、
書
き
留
め
る
べ
き
重
要
な
情
報
と
い
う
の
は
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
「
老
女
物
」
を
重
く
扱
う
意
識
は
他
所
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
重
い
習
い
の
能
は
嚇
子
方
の
役
割
も
重
要
な
の
だ
と
い
う
意
識
も
現
れ
て
い
る
。
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（５）明治羽年「東京日々新聞」に載った「能界独語」（如月からｎ月の全Ⅳ回で中断）が唯一の例外で、梅若の別会追善能を
取り上げた記事の中で二度、「小書」の語を用いていること、この評者が池内信嘉自身と思われることは、前稿（「鎮仙』
６４９号）で述べた通りである。
（６）当日の記事は「謡ふ物」。「継承者」の誤植である旨の、翌日の訂正記事による。
